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開発の動機

あるポピュレーションで、糖尿病患者の5%が蛋白尿

を伴う腎症に進行

病状進行を予測する指標として使えるのでは？

糖尿病性腎症に「進行しやすい」サブグループを識別するための、バ
イオマーカー探索に利用できないか？

安価で単純な検査をするだけで、

近い将来、腎症になるかどうかを判定したい
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スタディイメージ

大規模コホート
臨床試験データ

患者A

患者B

患者C

合併症併発
（臨床項目Aの高値を確認）

予測モデルの作成用データ

ある臨床項目
（27項目）

併発予測

併発予測

併発予測

エントリー 6ヶ月 12ヶ月 18ヶ月

• どの項目(項目の組み合わせ)を見るのが最適か？
• 発症の前に、何か特徴があるのでは?
• その特徴が現われるのは、何ヶ月前?
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臨床検査値 Start     3ヶ月 6ヶ月 9ヶ月 12ヶ月 15ヶ月 18ヶ月

(未知の)新規患者

進行せず

合併症に進行

【2次元の場合のSVMイメージ】

•蛋白尿を呈した計測回を ith と表記する
•6ヶ月前検診を想定：(i-2)th の臨床値
•9ヶ月前検診を想定：(i-3)th の臨床値

•分類手法: SVM（サポートベクタマシン）

Class 情報 検査回情報

Feature SelectionFeature Selection
・投入変数の選抜

データ生成

バリデーションバリデーション
By Cross-Validation

予測モデルの生成予測モデルの生成
学習を繰り返し，最適
モデルを生成

最適モデル最適モデル

モデル評価モデル評価
評価用データによるモデル評価

解析フロー
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結果と結論

<結果>

6項目(27項目中)を組み合わせると､精度よく腎症に進行す
るグループを認識できた

半年前の検診データを用いた場合に､最も精度よく判定で
きた

<結論>

新患Xの検診結果が､今回得られた6項目の組合せデータと
似た特徴になった場合､半年後に腎症になる可能性が高い
腎症進行グループの識別が､約7倍に上昇
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